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議長就任のあいさつ

副議長就任のあいさつ

神埼市議会議長　中　野　　　均

神埼市議会副議長　原　口　ひさよ

　市民の皆様には、日頃より神埼市議会に対し、温かいご支援
とご理解を賜り心より感謝申し上げます。
　この度、令和２年４月 23 日の臨時議会において、第８代神埼
市議会議長に選任され、身に余る光栄であると共に、その重責に身の引き締まる思いであります。
　昨今、市議会に対する市民の期待が大きく、議会といたしましてはより多くの市民の皆さま
の声を聴き、その期待に十分応じるべく鋭意取り組んでおります。 また本年９月には市政の拠
点となる本庁舎の完成や脊振複合施設など多くの公共施設の整備が進んでおります。これらの
施設を活かし、神埼市民と共に市全体の活力向上を図り、歴史、文化を初め、旧町村の特色を
生かした均衡ある市政発展に最大限の努力をしていくことが、市議会に課せられた任務・課題
であると考えております。
　私といたしましても、議長の職責を全うすべく、最大限の努力を惜しまず、立派な議会運営
ができるよう誠心誠意努める覚悟であります。市民の皆様におかれましては、引き続き議会に
対しまして、ご支援、ご理解賜りますよう、心よりお願い申し上げ、就任のご挨拶といたします。

　４月 23 日に開催されました第２回臨時会におきまして、議員

各位の支援の下、神埼市議会副議長に選任していただきました。

　議長と共にこれまでの経験を活かし、神埼市議会の円滑な運営と市政発展のために、精一杯

努力していく所存です。 市民から選ばれた市議会議員で構成する神埼市議会が民主的で公正、

公平な運営を行い、市政執行へのチェック機能を十分に果たすことができる議会。そして日々

の議員活動の中で市民の皆さまの思いや意見を聞き、求められている政策立案、提言を行うこ

とができる議会を目指していきたいと思っております。

　市民の皆さまには新型コロナウイルス感染症予防のために、不要・不急の外出を控えていた

だくことやマスクの着用など、ご協力をいただきありがとうございます。

  このような状況のため、例年行っている皆さまとの意見交換会の開催時期は現在未定であり

ますが、開催をする際には忌憚（きたん）のないご意見をお聞きし、今後の議会運営、市政発

展への参考とし、市民の皆さまが安心して暮らしていけるまちづくりに向けて、全力で取り組

んでまいりますのでよろしくお願いします。
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文 教 厚 生 常 任 委 員 会

総 務 常 任 委 員 会

産 業 建 設 常 任 委 員 会

西原　正剛

中野　　均

吉田　　守

吉田　　守

宮地　　明

田原　和幸

宮島　　清

永沼　　彰

簑原　　忍

宮島　　清

野副　 昭

福田　淸道

原口ひさよ

福田　淸道

白石　昌利

江　　護

木原　憲治

江　　護

総務企画部、会計課、監査委員、選挙管理委員会に関する事項の調
査及び審査

市民福祉部、教育委員会に関する事項の調査及び審査

産業建設部及び農業委員会に関する事項の調査及び審査

議会を円滑・効率的に運営するための議長の諮問的な性格を帯び
た機関
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議会広報編集特別委員会

白石　昌利 原口ひさよ 田原　和幸 佐藤　知美

神埼市議会だよりの発行及び編集技術向上に関する調査研究

全国市議会議長会表彰
　去る５月 27 日に書面開催されました「第 96 回全国市議会議長会定期総会」
において、市政発展に寄与された功労者として、「正副議長４年表彰」で山
口 義文 議員、「議員在職 15 年以上表彰」で松本 軍二 議員、木原 憲治 議員、

「議員在職 10 年以上表彰」で野副 昭 議員、野口 英樹 議員、中野 均 議員、
簑原 忍 議員、宮地 明 議員、西原 正剛 議員が表彰されました。

議員在職15年正副議長４年

議員在職10年

松本　軍二 議員山口　義文 議員

中野　　均 議員

宮地　　明 議員

野口　英樹 議員

西原　正剛 議員

野副　 昭 議員

簑原　　忍 議員

木原　憲治 議員
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令和２年度一般会計（補正第１号）
34億5,442万６千円を追加し、

総額231億4,742万６千円となる

令和２年度一般会計（補正第２号）で9,611万２千円を、
令和２年度一般会計（補正第３号）で6,977万５千円を

それぞれ追加し、総額233億1,331万３千円となる

　令和２年５月12日に開かれ、一般会計補正予算（第１号）は、国の「新型コロ
ナウイルス感染症緊急経済対策」を受け、神埼市活性化推進クーポン券支給事業
など34億5,442万６千円が追加され、総額231億4,742万６千円となりました。

　令和２年６月５日～６月 24日までの 20日間開かれ、新型コロナウイルス
感染症対策事業など補正第２号で9,611 万２千円、補正第３号で6,977 万５
千円を追加し、総額233億 1,331万３千円となりました。

主な事業 補正額（千円） 事　業　の　内　容

神埼市活性化推進
クーポン券支給事業

102,824
市内経済を活性化させるため、市民全員に一
律3,000円の神埼市活性化推進クーポン券を
支給する。

主な事業 補正額（千円） 事　業　の　内　容

コミュニティ助成事
業

18,600
地域コミュニティ活動の充実・強化を図るこ
とにより、地域社会の健全な発展と住民福祉
の向上に寄与する。

新型コロナウイルス
感染症対策事業（災
害対策費）

9,964
避難所における必要な物資・資材などの充実
を図る。（段ボールベッド、パーテーション、
扇風機、不織布スリッパ）

５月臨時会

６月定例会

■主な補正

■主な補正

補正予算 
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これが聞きたい！
神埼市・吉野ヶ里町葬祭組合負担金　2,347 万 7 千円

ストック総合改善事業（公営住宅建替事業）　1,255 万 1 千円

Q
供用開始後の運営形態を、委託から直営にすることで運営管理費 886 万９千円が減額、
人件費が 513 万円の増額となるので、全体で 373 万９千円の減額となるという事だが、
委託から直営に変わるそもそもの考え方について伺う。

A

10 月から業務を始めることになるが、仮に
最初から委託とした場合、職員が全くタッ
チしないという事になる。今後、職員が変
わっていくので、まずは、職員が業務の流
れを覚えた上で、改めて委託なり直営なり
を考えていく。

Q 建替えが終わった後に入居された場合、家賃は上がるのか。

A

建替えをすると家賃は上がる。５年間をか
けて正規の家賃に上げていくという方法を
とっており、特に生活が厳しい家庭につい
ては、これまで同様に減免等の措置を取れ
るようにしている。

（事業の目的）
　葬祭場の令和２年 10 月の供用開始に向け、工事の進捗とともに、運営形態の構築を図る。

（事業の目的）
　公営住宅を計画的に整備して長寿命化及び適正化を図り、有効活用するため「神埼市公営住
宅等長寿命化計画」をもとに、維持管理、整備等を計画的に進め快適に暮らせる住まいづくり
の推進を図る。

建替が予定されている姉団地
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千代田支所

各常任委員会のＱ＆Ａ

Q 九州農政局が千代田庁舎に入っているが、
これはいつまで入ることになっているのか。

A

今のところ令和５年度までとなっている。
ただ、事業の進捗状況では若干延びるかも
しれないので、変更となる可能性もある。

Q 九州農政局退居後、どれだけ多くの人が利用できるように考えているのか。

A 千代田町に住む人たちが利活用できなくなってしまう、あるいは活気がなくなってしま
うという事がないように、市民の方が使いやすい施設を模索していきたいと思っている。

Q
個人番号の通知カードが国から発行されているが、今回個人番号の通知カードが廃止さ
れることで、例えば、新規発行、それから再発行が該当するかと思うが、これまでは有
料だったけれど無料になるという事か。

A

新たな新生児や外国人への通知カードは送付されなくなり廃止となる。ただ、12 桁の番
号については、これまでどおり付与される。これは、通知カードではなく通知書という
内容で送付される。失くしましたという方についての再発行はできなくなる。
これまで、通知カードとは、個人番号を証明するカードだった。この通知カードの新規
発行や再発行等がなくなるので、マイナンバーカードを取得促進するための措置でもある。

≪議案第35号≫（全員賛成）
千代田庁舎改修工事の請負契約締結について

≪議案第34号≫（全員賛成）
神埼市手数料条例の一部改正について

総務企画部

市民福祉部

総務常任委員会

文教厚生常任委員会
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議会改革検討特別委員会の活動報告

神埼市まちづくり特別委員会の活動報告

　

令
和
元
年
６
月
に
削
減
の
方

向
で
決
定
し
て
い
ま
し
た
議
会

改
革
の
調
査
事
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員
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催
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に
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ま
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。
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議
の
結
果
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び
に

議
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活
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の
充
実
に
よ
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地
方
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治
の
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現
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政
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視
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市
民
の
声
を
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け
る
た
め

に
必
要
な
議
員
定
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の
あ
る
べ

き
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と
し
て
、
現
在
の
議
員
定

数
「
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人
」
か
ら
「
２
人
」
を

減
じ
、
次
期
改
選
後
の
議
員
定

数
を
「
18
人
」
と
す
る
こ
と
に

決
定
し
ま
し
た
。

　
『
議
員
定
数
条
例
』、『
委
員
会

条
例
』
の
改
正
案
に
つ
い
て
は
、

閉
会
中
の
活
動
と
し
て
条
例
改

正
案
の
上
程
準
備
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
例
年
開
催
し
て
お
り

ま
す
議
会
報
告
会
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

６
月
19
日
に
執
行
部
出
席
の

も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
新
庁

舎
建
設
事
業
、
神
埼
町
保
健
セ

ン
タ
ー
等
複
合
会
館
（
仮
称
）

整
備
事
業
、
脊
振
町
複
合
施
設

建
設
事
業
、
及
び
千
代
田
庁
舎

整
備
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
執
行
部
よ
り
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
神
埼
町
保
健

セ
ン
タ
ー
等
複
合
会
館
隣
の
旧

喫
茶
店
パ
ス
ト
ラ
ル
の
今
後
に

関
す
る
こ
と
、
脊
振
公
民
館
解

体
工
事
に
よ
る
通
学
路
へ
の
影

響
に
関
す
る
こ
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
建
築
資
材

及
び
備
品
調
達
へ
の
影
響
に
関

す
る
こ
と
、
新
庁
舎
の
検
査
日

に
つ
い
て
な
ど
、
様
々
と
質
疑

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
委
員
全
員
で
、
完
工

間
近
の
新
庁
舎
へ
向
か
い
庁
内

の
執
務
フ
ロ
ア
、
議
場
及
び
委

員
会
室
等
の
視
察
を
行
い
ま
し

の
状
況
を
鑑
み
、
秋
口
以
降
の

開
催
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
市
民
の
声

を
拝
聴
し
や
す
い
場
と
す
る
た

め
、
継
続
し
て
調
査
・
研
究
し

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
市
民
の
付
託

に
応
え
ら
れ
る
議
会
活
動
、
議

員
活
動
の
実
現
を
目
指
し
、
今

後
も
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
状
況
し
だ
い
で
は
あ
り
ま

す
が
、
市
民
団
体
と
の
協
議
や

市
内
に
進
出
し
て
来
ら
れ
た
企

業
へ
視
察
研
修
を
行
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
論
議
を
深
め
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

委員長　簑原　　忍

委員長　田原　和幸
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佐賀県東部環境施設組合に対し神埼市議会より質問
　佐賀県東部環境施設組合次期ごみ処理場建設予定地が、水防法の改正により５ｍ未満の冠水
が想定される地域となり、安全性に欠けるとして神埼市議会は佐賀県東部環境施設組合に対し
地域選定・安全性の問題で５月１日に質問申し入れを行い、５月 12 日に回答をして頂きました。

【質問１】
　現在計画の用地は、当初 25 ケ所の中から選定が行われ、その後、７ケ所増やして検討されたが、
再度、建設用地として真木町に決定された経緯は。

【回答１】
　32 ケ所の用地の確認の結果、それぞれの用地に土地利用状況、周辺道路等対応、法令等の制
限などの課題のいずれかが存在することから、建設予定地以外の用地については、早期にごみ
処理施設の候補地として対応することは困難という結果になった。

【質問２】
　鳥栖市ハザードマップに示された最高５ｍ未満の浸水による冠水等への対応について具体的
にどのように解決されるのか。

【回答２】
　浸水想定３ｍ以上５ｍ未満、浸水継続時間３日から１週間という想定を踏まえ、ごみ処理施設の
プラットホームを２階以上にする。中央制御室、電気室、非常用発電機など主要な機器及び制御盤
等は浸水想定水位以上に設置する。地上階には止水板や気密性扉を設置して浸水を防止する、地表
面から２ｍ以上の盛土を行い、浸水に耐えうる高さまで鉄筋コンクリート造などの対応をする。

【質問３】
　国河川、県河川等の道路冠水等への対応は短期・中期で完成するものではないことから、水
害による影響の少ない最適地を再度検討するよう要請したが。

【回答３】
　国や県においても、地域や住民の安全を守るために、河川の改良等を行う必要性を認識され
ており、国土交通省筑後川河川事務所において、現在、宝満川及び安良川の堤防整備事業が進
められ、また、佐賀県東部土木事務所においても、西田川河川改修と、安良川、轟木川及び山
下川の浚渫等が行われている。

【質問４】
　建設予定地で有害物質が確認されたが、鳥栖市は今回の建設事業と合わせて有害物質を全て
除去し、リサイクル施設を併設とする意図はないか。

【回答４】
　建設予定地から除外された衛生処理場敷地の土壌調査については、土壌汚染対策法に基づき、
国が定めた「土壌汚染対策法ガイドライン」に沿って進めていくこととされており、平成 30
年度まで佐賀県東部環境施設組合で実施した調査を鳥栖市が引き継ぎ、調査結果等を基に、同
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法に基づき適切な対応を図るものと考えている。
　リサイクル施設の適地選定については鳥栖市が引き続き努力することとし、リサイクル施設
建設ついて組合首長会で継続して協議していくことが確認されている。

【質問５】
　施設の設置期限が令和５年とされている中で、用地内の有害物質の発出や水防法の改正等、
新たな懸案や協議する原因が顕わになっている。2 市 3 町の枠組みの意義、議会制民主主義の
趣旨からも丁寧な議論が必要だが。

【回答５】
　次期ごみ処理施設整備推進について、いくつかの場面で大きな決断や様々な決定が行われた。
多くの議論を積み重ねながら、2 市 3 町の首長全員が一致して事業推進を図ってきた。
　これからも新たな課題や問題に対し、相互理解を深め、一致して解決していくことはもとよ
り、組合議会への積極的な情報の提供や説明責任を果たしていく。

【質問６】
　鳥栖・三養基西部環境施設組合の溶融資源化センターの耐用年数は２０年だが延長利用につ
いて、施設の長寿命化は調査・検討されたのか。

【回答６】
　鳥栖・三養基西部環境施設組合が採用しているガス化改質炉は全国的にも少なく延命化工事
を行った事例は聞き及んでいない。また当施設を設計施工したメーカーは事業撤退しており、
延命化対策の検討は難しい。

【質問７】
　現計画での焼却施設に係る設計・施工費用及び、管理・運営費用の明細を示されたい。

【回答７】
　設計・施工そして 30 年間の運営を一括して発注するＤＢＯ方式を採用している。
　予定価格で、設計・施工費 168 億 9820 万円及び 30 年間の管理運営費 246 億 8180 万円、総
額 415 億８千万円としている。このほかに環境影響評価や設計施工監理など 11 億 5371 万９千
円を含み、総額 427 億 3371 万９千円を見込んでいる。
　そして、実質の負担見込み額を各構成市町別に試算しており、神埼市の実質の負担見込み額
は建設費が約 16 億円、運営費が約 46 億円、総額約 62 億円と試算している。

【入札書の開札に関すること】
　当議会からの質疑について、疑義が解消されるまで、ＤＢＯ方式による事業者選定に係る業
者の入札については、開札を行わないよう強く要請する。

　○５月８日開札　324 億円（税抜）にて５月 18 日に落札決定。

※ Ｄ
デザイン　ビルド　オペレーション

Ｂ Ｏ 方式（公設民営方式）
　行政が資金を低金利で調達し、民間事業者に施設の設計施工と運営維持管理を一括で担わせ
る事業方式。
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神埼市民の願いを意見書にして国に届ける

　新型コロナウイルス感染症対策として３月から全国で一斉臨時休校が行われました。ま

た、感染拡大に伴い４月以降も再び休校とされ、学校現場では学びの保障や心のケア、感

染症対策など教職員が不断の努力を続けています。

　学校現場では、新学習指導要領への対応だけでなく、貧困・いじめ・不登校など解決す

べき課題が山積みしており、子どもたちのゆたかな学びを実現するための教材研究や授業

準備の時間を十分に確保することが困難な状況となっています。ゆたかな学びや学校の働

き方改革を実現するためには、加配措置ではなく、抜本的な定数改善計画に基づく教職員

の定数改善が不可欠です。

　義務教育費国庫負担制度については、厳しい財政状況の中、平成 18 年より国庫負担率

が２分の１から３分の１に引き下げられました。

　独自財政により人的措置等を行っている自治体もありますが、自治体間の教育格差が生

じることは大きな問題です。

　国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住んでいて

も、一定水準の教育を受けられることが憲法上の要請です。ゆたかな子どもの学びを保障

するための条件整備は不可欠です。

　よって、国及び政府におかれては、地方教育行政の実情を十分に認識され、地方自治体

が計画的に教育行政を進める事ができるように、下記の措置を講じられるよう強く要請し

ます。

記

１．少人数学級の実現など計画的な教職員定数改善を推進すること。

２．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の負担割合

を２分の１に復元すること。

　　以上、地方自治法第 99 条の規定により意見書を提出いたします。

　内閣総理大臣　　安倍　晋三 殿　　　　財 務 大 臣　　麻生　太郎 殿

　衆 議 院 議 長　　大島　理森 殿　　　　総 務 大 臣　　高市　早  殿

　参 議 院 議 長　　山東　昭子 殿　　　　文部科学大臣　　萩生田光一 殿

教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る意見書

〈意見書第１号〉
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一般質問一般質問

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
活

は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
見
通
し
が
も
て

な
い
現
状
で
は
、
正
し
い
知

識
が
持
て
な
く
な
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
難
敵
だ

が
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
こ

と
も
分
か
っ
て
来
て
い
る
。

新
し
く
正
確
な
情
報
を
し
っ

か
り
取
り
入
れ
認
識
し
、
混

乱
す
る
こ
と
な
く
正
し
く
恐

れ
て
、
適
切
に
行
動
す
る
こ

と
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い

る
。
他
人
を
守
る
行
動
は
自

分
を
守
る
こ
と
に
繋
が
り
、

ウ
イ
ル
ス
の
勢
い
が
少
し
弱

ま
っ
て
い
る
今
こ
そ
、
次
の

波
に
備
え
た
準
備
を
整
え
る

必
要
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
今
年
、
秋
以
降
に
新

緊
急
事
態
時
、市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
発
揮
を
期
待
す
る

そ
の
時
点
で
の
最
善
を
決
断
す
べ
き
と
思
う

答

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
同
時
に
流
行
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
を
最
小
化
す
る
等

の
備
え
と
し
て
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

助
成
の
充
実
が
必
要
で
あ
る

が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
を
最
小

化
す
れ
ば
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
症
状
を
示
し

　

ま
た
福
祉
課
及
び
市
生
活

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

生
活
困
窮
世
帯
に
対
す
る

様
々
な
相
談
や
対
応
を
実
施

し
て
い
る
。

牛
島
教
育
部
長　

今
回
の
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
期

間
が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な

中
で
も
、
児
童
・
生
徒
の
学

び
を
保
障
す
る
た
め
、学
校
、

教
育
委
員
会
、
保
護
者
が
一

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
り
市
民
の
生

活
は
激
変
し
た
。
特
に
非
正

規
な
ど
不
安
定
な
雇
用
状
況

に
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭
で
は

収
入
が
激
減
し
て
生
活
が
大

変
な
状
況
で
あ
り
、
ま
た
市

内
業
者
の
営
業
と
く
ら
し
も

大
変
で
あ
る
。
そ
う
い
う
中

で
、
市
民
の
生
活
を
守
る
こ

と
は
市
政
及
び
行
政
の
第
一

の
責
務
で
あ
り
、
市
の
対
応

を
問
う
。

八
谷
福
祉
事
務
所
長　

保
護

者
の
経
済
的
激
変
に
よ
る
子

育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
独

自
施
策
と
し
て
保
育
料
の
減

免
、
医
療
費
助
成
、
小
・
中

学
生
の
学
用
品
費
や
給
食
費

等
の
一
部
助
成
を
行
う
就
学

援
助
等
を
行
っ
て
い
る
。

仕
事
を
な
く
し
た
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
市
独
自
の
生
活
支
援
を

国
、県
、市
独
自
施
策
で
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い

答

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

く
。

議
員　

特
に
学
校
給
食
費
に

つ
い
て
は
今
年
一
年
間
に

限
っ
て
、
全
生
徒
す
べ
て
免

除
す
る
な
ど
生
活
支
援
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

国
・
県
及
び
市
経
済

が
冷
え
切
っ
て
い
く
中
で
、

市
民
生
活
全
体
を
ど
う
守
る

か
、
総
合
的
に
検
討
さ
せ
て

も
ら
い
た
い
。

た
人
を
選
別
す
る
の
が
容
易

に
な
る
こ
と
は
、
国
や
県
な

ど
多
方
面
に
聞
き
取
り
を
し

た
が
有
効
性
を
裏
付
け
る
明

確
な
根
拠
や
情
報
は
持
ち
合

せ
て
お
ら
ず
意
見
に
当
ら
な

い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
市
と

し
て
は
引
き
続
き
感
染
予
防

対
策
を
し
っ
か
り
継
続
し

て
、
予
防
接
種
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
国
を
注
視
し
て
適

切
な
対
策
を
講
じ
て
行
き
た

い
。

新型コロナとインフルエンザウイルス
感染症の同時流行に備える

白石　昌利 議員

福田　淸道 議員

手洗いは大事ですよ
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一般質問

議
員　

立
地
条
件
の
よ
さ
か

ら
、
民
間
医
療
施
設
が
神
埼

高
校
跡
地
に
病
院
の
建
設
を

予
定
さ
れ
て
い
る
と
耳
に
し

て
い
る
が
、
事
実
で
あ
る
か

確
認
し
た
い
と
同
時
に
、
市

と
し
て
把
握
し
て
い
る
か
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

民
間

医
療
施
設
が
高
校
跡
地
の
取

得
を
検
討
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
聞
き
及
ん
で
い
た
が
、
具

体
的
な
動
き
は
把
握
し
て
い

な
か
っ
た
。
県
の
担
当
部
署
に

も
そ
う
い
っ
た
要
望
は
あ
っ

て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る

が
、
最
近
の
情
報
で
は
こ
の

民
間
医
療
施
設
に
つ
い
て
は
、

他
の
場
所
へ
の
立
地
計
画
が

あ
り
現
在
手
続
き
が
進
め
ら

れ
て
い
る
話
を
聞
い
て
い
る
。

議
員　

答
弁
を
聞
い
て
ホ
ッ

議
員　

令
和
元
年
12
月
末
日

神
埼
高
校
跡
地
の
今
後
の
利
用
に
つ
い
て
の
進
捗
状
況
を
問
う

高
台
避
難
所
、防
災
拠
点
と
し
て
県
に
申
し
入
れ
る

答

と
し
て
い
る
。
引
き
続
き
県

に
は
強
く
要
望
し
て
頂
く
よ

う
お
願
い
す
る
。

副
市
長　

高
台
避
難
所
計
画

に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
説
明

を
し
て
お
り
、
県
と
の
調
整

が
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に
懸

命
に
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

行
う
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
市

の
考
え
は
。

鶴
学
校
教
育
総
務
課
長　

Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は

児
童
・
生
徒
に
一
人
一
台
の

端
末
と
高
速
大
容
量
の
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
一
体
的
に

整
備
し
、
多
様
な
子
ど
も
達

を
誰
一
人
残
す
こ
と
な
く
、

公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た

創
造
性
を
育
む
教
育
を
学
校

現
場
で
持
続
的
に
実
現
さ
せ

る
と
い
う
文
科
省
が
打
ち
出

し
た
構
想
で
あ
る
。
市
と
し

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
自
宅
で

も
学
べ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
に
つ
い
て
は
、

不
登
校
の
児
童
生
徒
へ
の
活

用
や
、
習
熟
度
に
応
じ
た
学

習
指
導
等
、
平
時
に
お
い
て

も
活
用
が
で
き
る
と
思
う
が

導
入
計
画
が
あ
る
の
か
。

牟
田
学
校
教
育
課
長　

今
回

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
な
ど
、
今
後
の
社
会
環
境

の
変
化
や
不
登
校
等
の
個
別

な
事
案
に
応
じ
た
授
業
・
学

習
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で

必
要
で
あ
る
と
認
識
し
、
そ

の
有
効
性
に
つ
い
て
十
分
に

研
究
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

国
の
予
算
に
お
い
て

遠
隔
学
習
機
器
等
の
整
備
を

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
導
入
計
画
は
あ
る
の
か

一
つ
の
有
効
な
方
法
、手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

答

て
は
学
校
現
場
と
市
教
育
委

員
会
で
意
見
交
換
・
研
究
検

討
を
重
ね
、
通
信
環
境
と
パ

ソ
コ
ン
端
末
等
の
整
備
と
い

う
ハ
ー
ド
面
と
デ
ジ
タ
ル
教

科
書
や
教
材
、
ま
た
教
職
員

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
等
の
指
導

体
制
と
い
う
ソ
フ
ト
面
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
最
適
な
教

育
環
境
作
り
に
努
め
て
い
き

た
い
。

解体工事中のホテル神埼温泉

簑原　忍 議員

㈱
ホ
テ
ル
神
埼
温
泉
の

状
況
は

を
目
途
に
今
後
の
方
向
性
が

示
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ
た

か
。

宮
地
財
務
等
担
当
理
事　

平

成
28
年
６
月
よ
り
営
業
休
止

を
し
て
い
る
。
今
ま
で
５
回

以
上
協
議
を
行
い
、
今
年
５

月
ホ
テ
ル
神
埼
温
泉
側
が
来

庁
さ
れ
、
今
年
度
９
月
末
を

も
っ
て
解
体
終
了
と
の
答
え

を
も
ら
っ
た
。

木原　憲治 議員

そ
の
他
の
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
対
策
に
つ
い
て

家庭でも繋がる通信環境の整備など、
ＩＣＴの活用が必要とされる。



神埼市議会だより　第54号（令和２年６月定例会）

14

一般質問

議
員　

神
埼
市
の
独
自
支
援

事
業
や
特
例
措
置
に
つ
い

て
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

市
の

独
自
支
援
事
業
と
し
て
、
全

市
民
に
三
千
円
の
ク
ー
ポ
ン

券
を
配
布
す
る
神
埼
市
活
性

化
推
進
ク
ー
ポ
ン
券
支
給
事

業
や
事
業
者
支
援
と
し
て
、

神
埼
市
事
業
者
応
援
給
付
金

事
業
、
神
埼
市
雇
用
調
整
助

成
金
申
請
手
続
支
援
補
助
金

事
業
な
ど
が
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
市
に
お

け
る
税
制
上
の
措
置
と
し

て
、
徴
収
の
猶
予
制
度
の
特

例
や
、
中
小
事
業
者
等
が
所

有
す
る
償
却
資
産
及
び
事
業

用
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税

等
の
軽
減
措
置
、
軽
自
動
車

税
環
境
性
能
割
の
臨
時
的
軽

神
埼
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
支
援
事
業
は
万
全
か

市
の
独
自
支
援
事
業
や
税
制
上
の
特
例
措
置
等
、講
じ
て
い
る

答

て
検
討
し
て
い
く
と
考
え
て

い
る
。

議
員　

宿
泊
施
設
が
現
存
し

て
い
た
か
ら
そ
の
様
な
発
想

と
思
う
が
、
現
況
今
日
ま
で

の
経
緯
で
は
別
の
方
向
性
を

検
討
し
て
い
く
べ
き
だ
と
思

う
。例
え
ば
、市
民
が
楽
し
く

集
え
る
多
目
的
な
施
設
や
広

場
・
宿
泊
も
可
能
な
コ
テ
ー

ジ
や
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
等

い
ろ
ん
な
開
発
企
画
を
考
え

議
員　

４
年
に
わ
た
り
閉
館

状
態
で
あ
っ
た
が
、
経
営
の

契
約
が
終
了
し
た
、ホ
テ
ル
神
埼
温
泉
の
今
後
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か

市
の
活
性
化
の
た
め
に
必
要
な
事
を
十
分
検
討
し
な
が
ら
進
め
た
い

答

減
の
延
長
な
ど
の
特
例
措
置

を
設
け
て
い
る
。

議
員　

特
別
定
額
給
付
金
の

申
請
状
況
に
つ
い
て
。

総
務
企
画
部
長　

特
別
定
額

給
付
金
に
つ
い
て
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
が
５
月
１
日
か

ら
、
郵
便
で
の
申
請
書
は
５

月
12
日
に
発
送
し
、
給
付
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
５
月

22
日
か
ら
開
始
し
、
６
月

12
日
ま
で
に
、
申
請
は
１

１
，
４
７
２
件
、
30
億
３
４

４
０
万
円
の
支
給
を
予
定
し

て
い
る
。
申
請
に
必
要
な
添

付
書
類
等
に
不
備
が
あ
っ
た

方
に
つ
い
て
は
電
話
で
の
連

絡
や
、
連
絡
が
つ
か
な
か
っ

た
方
に
は
直
接
郵
送
を
行
っ

た
。
ま
た
、
給
付
を
希
望
し

な
い
の
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ

て
い
る
申
請
者
に
は
、
勘
違

い
に
よ
る
も
の
も
想
定
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
念
の
た
め
市

の
ほ
う
か
ら
意
思
確
認
を

行
っ
て
い
る
。

て
整
備
を
す
る
べ
き
で
は
。

市
長　

市
の
観
光
拠
点
と
し

て
は
非
常
に
良
い
場
所
で
あ

る
の
で
、
訪
れ
て
い
た
だ
い

た
方
が
来
て
良
か
っ
た
と
思

え
る
憩
い
の
場
や
く
つ
ろ
ぎ

の
場
と
し
て
提
供
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
る
。

議
員　

ホ
テ
ル
跡
地
の
、
利

活
用
の
ア
イ
デ
ア
を
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
て
も
良

い
の
で
は
と
思
う
が
。

市
長　

大
い
に
求
め
、
い
ろ

ん
な
角
度
か
ら
検
証
・
検
討

し
な
け
れ
ば
と
思
う
。

宮島　清 議員

野口　英樹 議員

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
生

活
・
事
業
支
援

ホ
テ
ル
神
埼
温
泉
に
つ

い
て

議
員　

市
民
や
商
工
業
又

は
、
農
業
を
営
む
人
達
に
市

と
し
て
、
今
一
つ
独
自
の
支

援
政
策
を
打
つ
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長　

職
員
・
市
民
の
頭
脳

や
知
恵
を
借
り
な
が
ら
対
応

し
、
進
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。

解体が進む旧ホテル神埼温泉
（旧国民年金センター）

継
続
が
困
難
と

な
り
建
物
の
解

体
及
び
更
地
に

て
契
約
解
除
の

ホ
テ
ル
跡
地
の

再
開
発
、
対
応

は
非
常
に
厳
し

い
も
の
と
想
定

さ
れ
る
が
市
と

し
て
の
考
え
は
。

嶋
産
業
建
設
部

長　

ホ
テ
ル
跡

地
に
つ
い
て
は

引
続
き
観
光
を

主
眼
に
お
い
た

宿
泊
施
設
と
し
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山本　千佳 議員

議
員　

児
童
・
生
徒
へ
の
休

園
・
休
校
に
対
し
、
学
習
時

間
等
の
確
保
に
対
し
て
は

ど
の
よ
う
な
対
策
・
対
応
を

取
る
の
か
。

牛
島
教
育
部
長　

新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り

教
育
活
動
も
自
粛
を
求
め
ら

れ
、
児
童
・
生
徒
の
健
康
と

安
全
の
確
保
の
為
、
臨
時
休

校
が
要
請
さ
れ
た
。
臨
時
休

校
期
間
中
は
、
児
童
・
生
徒

の
学
習
の
保
障
に
つ
い
て

協
議
を
重
ね
、
授
業
時
間
の

確
保
の
た
め
、
一
学
期
を
７

月
31
日
ま
で
延
長
し
、
保
護

者
に
も
通
知
し
た
。

議
員　

継
続
的
な
学
習
方
法

と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

鶴
学
校
教
育
総
務
課
長　

現

緊
急
事
態
に
お
い
て
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
の
か

児
童
・
生
徒
の
健
康
と
安
全
の
確
保
に
重
点
を
置
く

答

在
神
埼
市
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
に
取
り
組
ん
で
は

い
る
が
「
同
時
双
方
向
型
の

オ
ン
ラ
イ
ン
指
導
を
通
し
た

家
庭
学
習
」
は
、
全
国
に
お

い
て
公
立
学
校
の
約
５
％
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の

社
会
環
境
の
変
化
や
個
別
的

な
事
案
に
応
じ
た
授
業
・
学

習
の
在
り
方
を
考
え
る
と
、

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の
取
り
組

み
は
一
つ
の
有
効
な
方
法
・

手
段
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
通
信
環

境
と
パ
ソ
コ
ン
端
末
等
の
整

備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
、
デ

ジ
タ
ル
教
科
書
や
教
材
そ
し

て
、
教
職
員
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
等
の
指
導
体
制
と
い
う
ソ

フ
ト
面
の
双
方
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
、
神
埼
市
に
適
し
た

計
画
的
な
教
育
環
境
づ
く
り

に
努
め
る
。

議
員　

全
国
的
な
緊
急
事
態

宣
言
が
な
さ
れ
自
粛
要
請
に

よ
り
消
費
停
滞
に
よ
る
地
方

消
費
税
交
付
金
の
減
少
や
、

徴
収
猶
予
に
よ
る
市
税
が
落

ち
込
む
見
通
し
と
な
っ
て
い

る
が
税
収
見
込
み
の
影
響
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

宮
地
財
務
等
担
当
理
事　

地

方
消
費
税
・
法
人
市
民
税
と

も
に
減
収
が
生
じ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
今
後
、
国
・

県
に
よ
る
経
済
対
策
、
市
内

営
業
所
な
ど
の
経
済
動
向
を

注
視
し
て
い
く
。

議
員　

今
後
、
市
単
独
で
計

画
さ
れ
て
い
る
事
業
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

財
務
等
担
当
理
事　

国
・
県

に
お
け
る
補
正
予
算
を
把
握

し
、
事
業
中
止
に
よ
り
不
用

地
方
消
費
税
交
付
金
、法
人
市
民
税
の
税
収
見
込
み
に
つ
い
て

今
後
の
経
済
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い

答

に
務
め
、
本
市
へ
の
定
住
・

移
住
が
実
現
で
き
る
よ
う
支

援
し
て
い
く
。

議
員　

地
域
性
に
よ
り
課
題

も
異
な
る
た
め
、
そ
の
地
域

に
合
っ
た
政
策
が
必
要
だ
と

思
う
が
、
賃
貸
住
宅
の
な
い

地
域
で
の
移
住
体
験
住
宅
の

整
備
の
考
え
は
あ
る
の
か
。

企
画
課
長　

現
在
の
と
こ
ろ

整
備
の
予
定
は
な
い
が
、
相

談
が
あ
れ
ば
で
き
る
だ
け
の

支
援
は
し
て
い
く
。

と
な
っ
た
一
般
財
源
の
利
活

用
に
つ
い
て
も
協
議
し
な
が

ら
財
源
の
確
保
、
管
理
運
営

に
努
め
て
い
く
。

吉田　守 議員

2020年４月21日　臨時休校に関した公立学校の
学習指導の取り組み状況（文部科学省発表）
臨時休校中の家庭学習（単位：設置者数）

回答数 割合
教科書や紙の教材を活用した家庭
学習 1,213 100％

テレビ放送を活用した家庭学習 288 24％
教育委員会が独自に作成した授業
動画を活用した家庭学習 118 10％

上記以外のデジタル教科書やデジ
タル教材を活用した家庭学習 353 29％

同時双方向型のオンライン指導を
通じた家庭学習 60 5％

その他 145 12％
※複数回答あり
※割合は、臨時休業を実施する設置者のうち、各項

目に該当する家庭学習を課す方針であると回答し
たものの割合。

空
き
家
の
活
用
に
つ
い

て議
員　

移
住
者
と
空
き
家
を

繋
げ
る
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
が
必
要
だ
と
考
え
る
が

専
門
職
員
の
配
置
の
考
え
は

あ
る
の
か
。

音
成
企
画
課
長　

企
画
課
を

中
心
に
組
織
間
の
情
報
共
有

神埼市定住促進BOOK
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姉川橋上流の井樋を撤収した後

今年度７月豪雨による黒津地区の冠水状況

議
員　

全
国
的
に
梅
雨
入
り

が
予
想
さ
れ
る
。
大
雨
と
熱

中
症
、
そ
れ
に
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
と
あ
ら
ゆ
る
災

害
を
想
定
し
て
防
災
情
報
を

確
実
に
キ
ャ
ッ
チ
し
、
早
め

の
準
備
が
被
害
を
未
然
に
防

ぎ
、
最
小
限
に
と
ど
め
る
。

災
害
に
対
す
る
市
民
の
意
識

の
向
上
に
つ
い
て
伺
う
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

近
年

の
自
然
災
害
は
神
埼
市
で
も

大
雨
、
土
砂
災
害
な
ど
の
大

規
模
災
害
が
い
つ
発
生
し
て

も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
あ

る
。
災
害
が
発
生
す
る
と
行

政
だ
け
で
対
応
す
る
の
は
困

難
と
な
る
。
市
民
の
皆
さ
ま

と
一
体
と
な
っ
て
、
防
災
、

減
災
に
取
り
組
む
。
本
年
度

は
一
般
財
団
法
人
日
本
防

防
災
、減
災
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て

行
政
と
市
民
が
一
体
と
な
っ
て
防
災
機
能
強
化
を
推
進
す
る

答

議
員　

昨
年
の
11
月
議
会
の

私
の
一
般
質
問
に
対
す
る
答

弁
で
、
姉
川
橋
の
少
し
上
流

の
井
樋
を
撤
去
し
て
、
川
の

流
れ
を
よ
く
し
て
雨
季
に
備

え
る
と
あ
っ
た
。
そ
こ
で
先

姉
川
の
中
池
江
川
出
水
対
策
は
６
月
の
雨
季
に
間
に
合
う
の
か

姉
川
橋
上
流
の
堰
の
ゲ
ー
ト
の
一
部
を
撤
去
し
た

答

月
、
そ
の
井
樋
を
見
に
行
っ

た
と
こ
ろ
、
ま
だ
撤
去
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
心
配
に
な

り
、
雨
季
は
大
丈
夫
で
あ
ろ

う
か
と
質
問
す
る
。

嶋
産
業
建
設
部
長　

こ
の
井

樋
に
つ
い
て
は
、
土
木
事
務

所
に
よ
り
撤
去
さ
れ
る
予
定

と
は
聞
い
て
い
た
が
、
５
月

末
に
ゲ
ー
ト
の
一
部
が
撤
去

さ
れ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

火
・
防
災
協
会
と
県
と
本
市

と
３
者
共
催
で
自
主
防
災
組

織
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
各

地
域
に
お
け
る
自
主
防
災
組

織
の
活
性
化
の
た
め
に
、
活

躍
で
き
る
人
材
の
育
成
と
組

織
づ
く
り
を
推
進
で
き
る
人

材
の
養
成
を
図
り
、
地
域
防

災
力
の
強
化
を
図
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

議
員　

災
害
時
の
神
埼
市
と

社
会
福
祉
協
議
会
等
の
組

織
、
団
体
と
の
協
定
に
つ
い

て
伺
う
。

議
員　

佐
賀
県
行
政
書
士
会

東
部
支
部
で
の
暮
ら
し
の
相

談
の
時
、
相
談
者
か
ら
、
四

丁
目
公
民
館
の
東
の
道
路
を

一
度
見
に
来
て
下
さ
い
、
と

言
わ
れ
た
。
実
際
行
っ
て
み

た
ら
、
舗
装
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
公
共
の
必
要
性
の

あ
る
道
路
な
の
に
整
備
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
見
て
、
な

ぜ
な
の
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と

で
す
。

産
業
建
設
部
長　

こ
の
道
路

に
つ
い
て
は
、
民
間
の
宅
地

開
発
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
開
発
所
有
の
私

道
と
な
っ
て
い
る
。
公
道
で

あ
る
神
埼
市
道
の
舗
装
補
修

な
ど
の
維
持
管
理
は
市
に
お

い
て
実
施
し
て
い
く
が
、
私

道
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
所

有
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
所
有

者
の
方
で
の
維
持
管
理
を

行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。

総
務
企
画
部
長　

市
内
で
大

規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

神
埼
市
地
域
防
災
計
画
に
基

づ
き
要
援
護
者
等
の
避
難
活

動
の
実
施
に
対
す
る
協
力
、

ま
た
、
地
域
の
実
情
を
把
握

し
た
上
で
効
果
的
な
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
活
動
拠

点
と
し
て
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い

た
だ
く
。
そ
の
他
多
く
の
組

織
、
団
体
と
も
情
報
共
有
や

応
援
、
支
援
、
連
携
な
ど
の

協
定
を
締
結
し
災
害
に
備
え

て
い
る
。

宮地　明 議員

四
丁
目
公
民
館
の
東
の

道
路
に
つ
い
て

永沼　　彰 議員
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佐藤　知美 議員

べ
き
で
は
な
い
か
。

産
業
建
設
部
長　

河
川
整
備

計
画
に
基
づ
い
て
今
、
上
流

部
の
堤
防
の
補
強
を
さ
れ
て

お
り
下
川
に
発
展
す
る
可
能

性
が
あ
る
か
ら
補
強
し
て
下

流
を
守
る
と
い
う
形
で
さ
れ

計
画
さ
れ
て
い
る
の
で
早
急

に
お
願
い
し
要
望
活
動
を
強

く
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

議
員　

紫
尾
橋
下
流
の
堤
防

が
脆
弱
な
堤
防
で
あ
る
た

め
、
大
雨
の
度
に
地
元
の
方

議
員　

市
民
が
安
心
す
る
た

め
に
は
堤
防
が
絶
対
に
破
堤

し
な
い
堤
防
に
す
る
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
固
め
る
又
は
２

車
線
道
路
の
幅
に
拡
幅
し
て

堤
防
を
強
化
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

嶋
産
業
建
設
部
長　

２
車
線

道
路
の
幅
へ
の
拡
幅
は
堤
防

の
強
化
に
つ
い
て
、
城
原
川

の
治
水
対
策
と
し
て
は
よ
り

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
城
原
川
堤
防
の
全
体
的

な
２
車
線
道
路
の
幅
へ
の
拡

幅
に
つ
い
て
は
河
川
整
備
計

画
に
な
い
の
で
困
難
と
考
え

て
い
る
。

議
員　

城
原
川
の
治
水
対
策

に
よ
り
効
果
的
で
あ
る
な
ら

ば
神
埼
市
と
し
て
堤
防
の
２

車
線
拡
幅
の
要
望
書
を
出
す

市
民
の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て

河
川
整
備
計
画
に
お
い
て
、城
原
川
の
洪
水
を
安
全
流
下
さ
せ
る

答

が
心
配
さ
れ
て
お
り
、
避
難

を
さ
れ
る
状
況
で
あ
る
。
住

民
が
安
心
で
き
る
堤
防
整
備

に
い
つ
に
な
っ
た
ら
実
施
さ

れ
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

市
と
し
て

も
一
日
で
も
早
い
城
原
川
の

沿
川
の
地
域
住
民
の
安
心
・

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
上

流
下
流
隔
た
り
な
く
早
急
に

確
実
に
行
わ
れ
る
よ
う
今
後

も
国
県
に
要
請
し
て
い
き
た

い
と
、
考
え
て
い
る
。

議
員　

国
の
コ
ロ
ナ
対
策
と

し
て
、
第
二
次
補
正
で
３
１

０
０
人
分
の
教
職
員
加
配
の

予
算
が
組
ま
れ
て
い
る
が
、

全
国
の
10
校
に
１
人
の
加
配

で
あ
り
３
密
を
防
ぐ
手
立
て

と
し
て
不
足
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
発
生
後
に
県
や
神
埼
市

に
教
員
の
加
配
は
あ
っ
た
の

か
。

牟
田
学
校
教
育
課
長　

コ
ロ

ナ
発
生
か
ら
現
在
ま
で
加
配

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。今
後
、

各
学
校
の
６
年
生
と
中
学
校

３
年
生
の
実
態
を
把
握
し
、

学
校
と
協
議
し
導
入
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

議
員　

40
人
学
級
で
最
低
１

メ
ー
ト
ル
席
を
離
す
こ
と
は

で
き
て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長　

全
て
が
で

小
中
学
校
の
教
室
、手
洗
い
場
、ト
イ
レ
の
コ
ロ
ナ
対
策
は

引
き
続
き
３
つ
の
密
を
避
け
る
対
策
に
取
り
組
む

答

き
て
い
る
状
況
で
は
な
い
。

議
員　

教
職
員
の
加
配
が
な

け
れ
ば
３
密
と
の
関
係
で
、

神
埼
小
学
校
で
は
、
女
子
が

50
名
い
る
が
２
ヵ
所
し
か
ト

イ
レ
が
な
く
通
常
で
も
並
ぶ

ほ
ど
不
足
し
て
い
る
が
対
策

は
。

牛
島
教
育
部
長　

ス
リ
ッ
パ

の
数
を
減
ら
し
、
ト
イ
レ
に

行
く
児
童
・
生
徒
の
数
の
調

整
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
で
指
導
し

て
い
る
。

議
員　

学
校
設
備
の
整
備
に

と
か
、
体
育
館
を
利
用
す
る

と
か
指
示
を
し
て
い
る
。

議
員　

今
後
暑
く
な
る
が
、

空
調
機
の
管
理
、
児
童
・
生

徒
の
マ
ス
ク
の
利
用
も
健
康

に
留
意
し
て
判
断
し
て
ほ
し

い
。

教
育
長　

引
き
続
き
３
密
を

避
け
る
対
策
に
取
り
組
む
。

心配される城原川の堤防

３密対策による水泳授業

そ
の
他
の
質
問

・
軽
度
・
中
度
難
聴
児
に
対

し
て
支
援
を
求
め
る

片江　護 議員

つ
い
て
は
、
児

童
・
生
徒
の
数

に
配
慮
し
て
整

備
す
べ
き
だ
が
。

教
育
長　

神
埼

小
学
校
の
場
合

は
高
学
年
の
女

子
ト
イ
レ
が
少

な
い
と
い
う
の

は
昔
か
ら
言
わ

れ
て
い
た
。
コ

ロ
ナ
対
策
と
し

て
他
の
学
年
の

ト
イ
レ
を
使
う
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議
員　

感
染
症
と
避
難
所
の

安
全
対
策
は
。

中
島
総
務
企
画
部
長　

飛

沫
・
接
触
感
染
等
が
あ
り
、

避
難
所
の
環
境
は
重
要
で
あ

る
。
避
難
所
内
の
換
気
と
物

品
、
施
設
の
消
毒
清
掃
を
行

い
、
衛
生
面
を
整
え
る
。

議
員　

新
型
コ
ロ
ナ
の
発
症

で
神
埼
市
防
災
計
画
と
避
難

所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
が
必
要
と
考
え
る
。

総
務
企
画
部
長　

地
域
防
災

計
画
の
目
的
は
、
予
防
、
対

応
、
復
旧
等
が
基
本
で
あ
る
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
、

国
や
県
の
防
災
計
画
と
整
合

性
を
図
り
神
埼
市
防
災
会
議

で
協
議
す
る
。
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
も
県
を
参
考
に

し
な
が
ら
作
成
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
避
難
所
で
の
対
応
・
対
策

多
く
の
避
難
所
と
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
が
重
要

答

議
員　

避
難
所
で
感
染
症
の

お
そ
れ
が
出
た
場
合
の
対
応

は
。

平
山
市
民
福
祉
部
長　

専
用

ス
ペ
ー
ス
に
誘
導
し
、
一
般

の
避
難
者
と
分
け
て
経
過
を

見
て
、
症
状
に
よ
り
相
談
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
し
対
応
を
図
る
。

議
員　

中
山
間
地
域
に
対
す

る
予
算
は
ど
の
よ
う
に
編
成

さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
将
来
像

を
考
え
て
い
る
の
か
。
そ
の

う
ち
の
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
に
つ
い
て
伺

う
。

松
永
農
林
水
産
担
当
理
事　

令
和
２
年
度
か
ら
の
第
５
期

で
は
、
農
林
水
産
省
に
お
い

て
、
方
針
の
見
直
し
が
あ
っ

た
。

一
、
集
落
に
と
っ
て
使
い
や

す
い
制
度
へ
の
見
直
し

二
、
集
落
の
将
来
像
を
明
確

化
三
、
農
業
生
産
活
動
等
を
継

続
す
る
た
め
の
活
動
に
加

え
、
体
制
整
備
の
た
め
の

前
向
き
な
活
動
を
行
っ
た

場
合
の
交
付
単
価
の
割
増

中
山
間
地
域
に
対
す
る
予
算
に
つ
い
て

新
た
な
取
り
組
み
を
支
援
す
る
仕
掛
け
づ
く
り
が
必
要

答

四
、
農
業
生
産
活
動
等
の
継

続
が
で
き
な
く
な
っ
た
場

合
、
遡
及
返
還
の
対
象
農

用
地
を
協
定
農
用
地
全
体

か
ら
当
該
農
用
地
に
見
直

し

　

高
齢
化
や
小
規
模
な
集
落

で
も
よ
り
取
り
組
み
や
す
い

制
度
へ
と
見
直
さ
れ
、
新
た

な
対
策
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い

る
。

　

中
山
間
地
域
は
、過
疎
化
、

後
継
者
や
担
い
手
不
足
、
農

地
の
遊
休
化
・
荒
廃
化
も
進

み
つ
つ
あ
る
神
埼
市
だ
が
、

こ
れ
ま
で
集
落
協
定
の
簡
易

統
合
へ
の
支
援
、
交
付
金
事

務
の
合
理
化
、
組
織
間
の
共

同
化
、
地
域
の
将
来
を
語
る

場
づ
く
り
等
、
様
々
な
取
り

組
み
を
地
域
と
行
政
が
一
体

と
な
り
取
り
組
ん
で
き
た
。

新
た
な
取
り
組
み
を
支
援
す

る
仕
掛
け
づ
く
り
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

り
組
み
と
学
習
の
遅
れ
へ
の

対
応
は
。

牛
島
教
育
部
長　

毎
朝
自
宅

で
検
温
、
登
校
後
発
熱
し
た

場
合
は
症
状
に
応
じ
保
健
室

や
空
き
教
室
を
利
用
す
る
。

身
体
的
距
離
の
確
保
等
３
密

を
防
ぐ
。
学
習
の
遅
れ
の
対

応
は
夏
休
み
の
短
縮
と
土
曜

開
校
、
学
校
行
事
の
取
り
止

め
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

野副　 昭 議員

服巻　玉美 議員

新
型
コ
ロ
ナ
で
学
校
再

開
の
対
応

議
員　

感
染
防
止
策
へ
の
取

身体的距離、机の間隔を取っての給食の時間

要配慮者も利用できる
段ボールのベッドと間
仕切り
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４月８日 文教厚生常任委員会

９日 第228回佐賀県市議会議長会（多
久市）

14日 議会広報編集特別委員会

16日 各派代表者会議

全員協議会

20日 議会広報編集特別委員会

22日 議会広報編集特別委員会

23日 令和２年４月第２回神埼市議会
臨時会

議会運営委員会

全員協議会

総務常任委員会

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

議会広報編集特別委員会

第95回九州市議会議長会定期総
会（書面開催）

30日 議会運営委員会

全員協議会

５月12日 令和２年５月第３回神埼市議会
臨時会

議会運営委員会

全員協議会

14日 令和２年度防衛省全国情報施設
協議会役員会（書面開催）

15日 議会運営委員会

25日 産業建設常任委員会

27日 総務常任委員会

第96回全国市議会議長会定期総
会（書面開催）

28日 文教厚生常任委員会

６月２日 議会運営委員会

５日～ 24日 令和２年６月第４回神埼市議会
定例会

５日 全員協議会

10日 議会広報編集特別委員会

17日 令和２年度予算特別委員会

18日 総務常任委員会

文教厚生常任委員会

19日 神埼市まちづくり特別委員会

議会改革検討特別委員会

22日 議会運営委員会

24日 全員協議会

《議会の動き》（令和２年４月～６月）

神埼市議会からのお知らせ

○６月定例会よりクールビズ期間に入り
ました。

○議会報告会については、新型コロナウ
イルス感染症の状況を鑑み、秋口以降
の開催を検討しています。
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編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
特
別
委
員
会

委 

員 

長　

永
沼　
　

彰

副
委
員
長　

山
本　

千
佳

委
　
　
員　

佐
藤　

知
美

委
　
員　

田
原　

和
幸

委
　
員　

原
口
ひ
さ
よ

委
　
員　

白
石　

昌
利

　

令
和
２
年
６
月
第
４
回
神
埼
市
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
よ
り「
議

会
だ
よ
り
」
の
編
集
を
担
当
し
ま
す
広
報

編
集
特
別
委
員
会
も
、
新
メ
ン
バ
ー
で
ス

タ
ー
ト
で
す
。
ま
た
、
４
月
23
日
開
会
の

臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
新
た
に
議
長
、

副
議
長
、
各
常
任
委
員
会
委
員
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

な
お
「
第
96
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会
に
お
き
ま
し
て
９
名
の
議
員
の
皆

さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
回
に
引
き
続
き
「
佐
賀
県
東

部
環
境
施
設
組
合
」
に
対
し
て
神
埼
市
議

会
よ
り
質
問
の
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た

の
で
、
回
答
を
含
め
、
今
回
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
「
議
会
だ
よ
り
」
を

ご
高
覧
い
た
だ
き
市
政
や
議
会
に
対
す
る

意
見
、
感
想
を
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

く
存
じ
ま
す
。�

（
記　

永
沼　

彰
）

９月開庁予定の新庁舎

神埼市脊振交流センター窓口
神埼市脊振交流センター


